
　

K
-P
O
P
公
演
で
は
、韓
国
や
日
本
な
ど
多
国
籍
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
る「
ｎ
．Ｓ
S
ｉ
ｇ
ｎ
」や「
Ｅ
11
ｉ
Ｖ
Ｙ
Ｎ
」

「
Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
」が
華
麗
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、近
年
K
-P
O
P
に

匹
敵
す
る
人
気
を
得
て
い
る

K
-ト
ロ
ッ
ト
公
演
で
は
、キ
ム

ダ
ヒ
ョ
ン
さ
ん
や
、ユ
ン
ヒ
さ

ん
、ハ
ド
ン
グ
ン
さ
ん
の
歌
声

が
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
「
日
韓
音
楽
交
流
イ
ベ
ン
ト
」で
は
、両
国

の
学
生
に
よ
る
合
同
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
は
じ
め
、伝
統
芸
能
、韓
国

の
歌
謡
曲
で
あ
る
K
-ト
ロ
ッ
ト
、

K
-P
O
P
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
公

演
な
ど
、多
彩
な
文
化
交
流
が
実
現
。

両
地
域
の
友
好
の
絆
を
確

か
め
合
う
貴
重
な
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

世
代
や
国
を
超
え
た
文
化
の
交
流

深
い
絆
を
象
徴
す
る
日
韓
イ
ベ
ン
ト

結ぶ友好の絆  広が
る未来

特集
1

日
韓
音
楽
交
流
イ
ベ
ン
ト

（
な
ら
1
0
0
年
会
館 

）

2410

音楽交流イベント日韓 in なら100年会館

日韓国交正常化60周年記念事業

K
‐
P
O
P
公
演
⁄
K
‐
ト
ロ
ッ
ト
公
演

プログラム
日韓伝統芸能

日韓学生K-POPパフォーマンス

日韓高校生共同ステージ

記念式典

K-POP公演／K-トロット公演

天理大学雅楽部・おやさと雅楽会／扶余郡忠南国楽団

韓国K-POP高校／奈良県立国際高校／サンミョン大学

山下 真 奈良県知事／キム テフム 忠清南道知事

E11iVYN／ハ ドングン／ユンヒ／FIESTAR
キム ダヒョン／n.SSign

奈良県立国際高校・韓国K-POP高校

フ
ィ
エ
ス
タ

イ
レ
ブ
ン

エ
ン
サ
イ
ン

n.SSignキム ダヒョン

ハ ドングン ユンヒ FIESTAR E11iVYN

奈良は、古より中国大陸や韓半島、中央アジアなどと交流がありました。こうしたつながりを
活かし、文化や観光、経済、教育、人材育成、スポーツなど、さまざまな分野で国際交流を
行っています。
10月24日と25日には、日韓国交正常化60周年および県と韓国忠清南道の友好提携15周
年を記念して「日韓音楽交流イベント」と「日韓文化セミナー」を開催しました。およそ1,500
人が来場し、両県道の友好関係の深さが実感できる、とても意義深い機会となりました。

いにしえ

チュンチョンナム   ド

2県民だより奈良  2025年12月号



　

日
韓
の
古
代
の
ゆ
か
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、公
州
大
学
教
授
の
鄭
載
潤
さ
ん
が
日
韓
の
関
係
を
つ

な
い
だ
渡
来
人
の
役
割
に
つ
い
て
講
演
。ま
た
、藤
原
氏
を

テ
ー
マ
と
し
た
三
部
作
の
著
者
で
直
木
賞
作
家
で
も
あ

る
馳
星
周
さ
ん
、県
立
図
書
情
報
館
館
長
の
千
田
稔
さ

ん
、鄭
教
授
、キ
ム
知
事
、山
下
知
事
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
国
づ
く
り
に
お
け

る
韓
半
島
の
影
響
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
し
た
ほ
か
、両

知
事
か
ら
今
後
の
交
流
発

展
へ
の
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

忠
清
南
道
の
韓
国
Ｋ
-

Ｐ
Ｏ
Ｐ
高
校
の
生
徒
が
奈

良
県
立
国
際
高
校
を
訪
問

し
、意
見
交
換
を
通
じ
て

お
互
い
の
文
化
の
違
い
や

類
似
点
を
発
見
し
、一
緒

に
東
大
寺
を
参
拝
す
る
な

ど
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

音
楽
イ
ベ
ン
ト
で
は
両
校

の
生
徒
が
合
同
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

特集
1

日
韓
文
化
セ
ミ
ナ
ー

（
橿
原
市
立
か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル
）

2510
日
韓
の
歴
史
的
つ
な
が
り
を
学
び

未
来
の
交
流
を
考
え
る
イ
ベ
ン
ト

文
化
の
壁
を
超
え
た
ダ
ン
ス
体
験

国
際
交
流
で
高
ま
る
意
欲

　

海
外
の
学
生
と
一
緒
に
踊
り

き
る
の
は
初
め
て
の
経
験
で
し

た
が
、動
画
を
送
り
合
っ
て
連

携
し
な
が
ら
練
習
に
取
り
組
み

ま
し
た
。私
た
ち
は
韓
国
語
を

含
む
5
つ
の
言
語
を
学
ぶ
プ
ロ

グ
ラ
ム「
世
界
の
言
語
」と
い
う

授
業
を
受
け
て
お
り
、日
韓
の

学
生
同
士
の
交
流
を
と
て
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

言
語
や
文
化
の
壁
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
合
同
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
刺
激
と
な
っ
て
同
世
代

の
国
際
交
流
へ
の
関

心
や
意
欲
を
高
め
ら

れ
た
ら
う
れ
し
い
で

す
。後
輩
に
も
こ
う

し
た
国
際
交
流
を

引
き
継
い
で
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

西岡 美月さん　
部長
山本 汐音さん　

交流イベントに参加した世界のダンス部の皆さんにお話を聞きました！奈良県立国際中学校・高等
学校

世界のダンス部

　

天
理
大
学
雅
楽
部
・
お
や
さ
と
雅
楽
会
に
よ
る
雅
楽
や

扶
余
郡
忠
南
国
楽
団
に
よ
る
百
済
音
楽
な
ど
、日
韓
の
伝

統
芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
下
奈
良
県
知
事
と
キ
ム
忠
清
南
道
知

事
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
交
流
の
成
果
を

さ
ら
に
深
め
、特
に
若
い
世
代
間
で
の
友

好
交
流
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
や
意
見
交
換
な
ど
で
高
校
生
が
国
際
交
流

日
韓
伝
統
芸
能

記
念
式
典

チ
ョ
ン
　
ジ
ェ  

ユ
ン

は
せ

み
の
る

せ
ん
　
だ

せ
い 

し
ゅ
う

鄭 載潤

プ
　 

ヨ 

グ
ン
チ
ュ
ン
ナ
ム

3 県民だより奈良  2025年12月号



　

今
年
6
月
、山
下
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
奈
良
県
訪
問
団
は
、

県
と
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
係
る
覚
書
を
締
結
し
て
い
る

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
を
訪
問
し
、今
後
の
人
材
受
入
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ベ
ト
ナ
ム

人
材
の
教
育
・
研
修

や
技
術
者
・
高
度
人

材
紹
介
な
ど
を
展

開
し
て
い
る
企
業

「
エ
ス
ハ
イ
」を
視
察

し
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら

の
人
材
送
り
出
し

に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

県
で
は
企
業
の
外
国
人
材
受
入

環
境
の
構
築
や
人
材
確
保
に
つ
な

げ
る
た
め
、ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科

大
学
の
学
生
を
県
内
企
業
が
受

け
入
れ
、8
週
間
程
度
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う「
ベ
ト
ナ
ム

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
招
聘
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、ベ
ト
ナ
ム
か
ら
学
生
10

人
が
来
日
し
、県
内
企
業
6
社
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

奈
良
県
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

特集
1

　

ス
イ
ス
の
フ
ォ
レ
ス
タ
ー

制
度
を
モ
デ
ル
と
し
た
森
林

環
境
管
理
制
度
を
推
進
す
る

た
め
に
、ス
イ
ス
の
リ
ー
ス
林

業
教
育
セ
ン
タ
ー
と
交
流
し

て
い
ま
す
。フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア

カ
デ
ミ
ー
の
学
生
の
ス
イ
ス

で
の
研
修
な
ど
を
通
し
て
情

報
交
換
し
、人
材
育
成
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
サ
マ
ル

カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
と

奈
良
県
立
大
学
は
学
術
交
流

に
関
す
る
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、

今
年
8

月
に
は

「
奈
良
県
立
大
学
国
際
交
流
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
2
0
2
5
」を

開
催
し
、ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の

大
学
生
を
招
い
て
日
本
の
学

生
た
ち
と
共
に
学
び
、交
流
を

深
め
ま
し
た
。

　

近
年
、県
に
は
多
く
の
外

国
人
観
光
客
が
訪
れ
、世
界

か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。県
で
は
訪
問
先
の
国
々

で
積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

市
や
中
国
・
陝
西
省
西
安
市

で
は
、知
事
自
ら
が
事
業
者

を
対
象
に
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
、韓
国
・
忠
清
南
道

「
大
百
済
典
」で
は「
飛
鳥
・

藤
原
の
宮
都
」の
世
界
遺
産

登
録
に
向
け
た
P
R
を
行
い

ま
し
た
。

ベトナムタカギ視察韓国 忠清南道でのスマート農業視察

ス
イ
ス・リ
ー
ス
林
業

教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
交
流

サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立
外
国
語
大
学
と

奈
良
県
立
大
学
と
の
学
術
交
流

ホーチミン市工科大学の視察・意見交換

ベトナムでの観光プロモーション韓国「大百済典」でのPRの様子

これからの国際交流
まだまだ広がる　

県では今後も各国との友好を深め、地域の活性化につながる取り組みを行っていきます。

地
域
の
発
展
に
も
つ
な
が
る
国
際
交
流

ベ
ト
ナ
ム･

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
工
科
大
学
や

現
地
企
業
と
の
人
材
確
保
に
関
す
る

取
り
組
み

サマルカンド国立外国語大学と
奈良県立大学の協定締結式

サマースクール

　

今
後
の
県
政
に
活
か
す

た
め
、海
外
訪
問
の
際
に

は
、現
地
企
業
や
海
外
の
先

進
的
な
取
り
組
み
な
ど
を

視
察
し
て
い
ま
す
。

　

県
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
進
出

し
て
い
る「
ベ
ト
ナ
ム
タ
カ

ギ
」や
、中
国
・
陝
西
省
で
は

世
界
的
電
気
自
動
車
メ
ー

カ
ー「
B
Y
D
社
」の
工
場

を
視
察
。ま
た
、韓
国
・
忠
清

南
道
で
は
県
で
も
導
入
が

進
む「
ス
マ
ー
ト
農
業
」を

視
察
し
ま
し
た
。

海
外
現
地
企
業
な
ど
の
視
察

エスハイ視察・意見交換

し
ょ
う
へ
い

せ
ん 

せ
い

せ
い  

あ
ん
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国
際
交
流
員県では、中国、韓国、英国、米国、ウズベキスタン、ベトナム

出身の6人の国際交流員が、県の国際化を推進するため
に活動しています。

4県国際課　☎0742‐27‐5821

特集
1

　

語
学
指
導
な
ど
を
行
う
外
国
青
年
を

招
致
す
る
事
業
の
一
環
で
国
際
交
流
員
が

来
日
し
て
い
ま
す
。地
域
で
の
国
際
化
や

国
際
理
解
の
推
進
の
た
め
、県
内
の
幼
稚

園
や
学
校
、大
学
、イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
出
向

き
、活
躍
し
て
い
ま
す
。出
身
国
の
文
化
や

生
活
習
慣
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

国
際
交
流
や
異
文
化
理
解
に
関
す
る

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
で
講
師
と
し
て
活
躍

県庁で活動している

国際交流員を紹介しま
す

　

今
年
9
月
、韓
国
・
忠
清
南
道
に
お
い
て
、高
校

生
を
対
象
に「
E
-Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ｓ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」が
開
催
さ
れ
、奈
良

県
立
二
階
堂
高
校
の
e

ス
ポ
ー
ツ
部
員
が
参
加

し
ま
し
た
。親
善
交
流
戦

な
ど
を
通
じ
、忠
清
南
道

と
友
好
提
携
を
結
ん
で

い
る
熊
本
県
や
静
岡
県

か
ら
の
高
校
生
と
と
も

に
、現
地
の
高
校
生
と
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

 

今
年
8
月
、中
国
・
北
京
で
開
催
さ
れ
た「
日
中

友
好
交
流
都
市
中
学
生
卓
球
交
歓
大
会
」に
奈
良

県
と
陝
西
省
の
中
学
生
が
合
同
チ
ー
ム
を
編
成

し
て
出
場
し
ま
し
た
。　

奈
良
県
・
陝
西
省
チ
ー

ム
は
、第
1
ブ
ロ
ッ
ク
第

3
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い

成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
未
来

を
担
う
若
い
選
手
同
士
の

交
流
が
深
ま
り
、友
情
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

日
中
中
学
生
に
よ
る

卓
球
交
流

日
韓
高
校
生
に
よ
る

e
ス
ポ
ー
ツ
交
流
イ
ベ
ン
ト

将
来
を
担
う
若
者
交
流
も
展
開

韓国  忠清南道
平成23（2011）年10月締結

チュンチョンナム　 ド

平成23（2011）年9月締結
中国  陝西省

せん   せい

ウズベキスタン
サマルカンド州
令和3（2021）年12月締結

ベトナム
フートー省
平成26（2014）年1月覚書を締結

フエ市
令和7（2025）年6月覚書を締結　

スイス  ベルン州
平成27（2015）年4月締結

奈良県

奈良県と友好提携関係
などにある地方政府
（※ベトナムは覚書を締結）

興味を持ってもらえるように工夫した講座や企画で、自国の文化の魅力が伝わるととても
うれしいです。また、地域の人と触れ合えることもこの仕事の魅力であり、やりがいにつな
がっています。もっと多くの人に私たちの活動を知ってもらいたくて、Instagramでも発信し
ています。これからも日本と自分の国をつなぐ架け橋となって頑張っていきたいと思います。 インスタグラムはこちら
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